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１．概要（Summary） 
プラスチック成型品へ、ガスバリア性などの機能性付与

を目的とし、原子層堆積(ALD)技術を利用し表面への薄

膜形成を実施する。 

 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
原子層堆積装置 SUNALE-R 

 
 
【実験方法】 
１．ALD 成膜 

被成膜体として、下記プラスチックを用意した。 
PP フィルム：100×100[mm]、300μm 厚 
PET フィルム：100×100[mm]、100μm 厚 
COP 板：100×100[mm]、1mm 厚 
 
蒸着材料：Al2O3 
狙い膜厚：6 nm 
成膜時温度：120℃ 
真空度：14 hPa。20 分程度かけて成膜準備を実施。[真
空引き＋釜掃除(フラッシング 3 回)＋釜内温度調整]  
成膜：1 サイクル 10 秒。60 サイクルを実施。 
 
２．サンプルの評価（ガスバリア性評価） 
JIS-K7126-2 の規定に従って酸素ガスバリア性を評価 

温度 23℃ 湿度 90％RH での OTR を測定。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
以下に結果を示す。 
 
 

 

 

 
 
Table1 にプラスチックサンプルの酸素バリア性の評価

結果を示す。未蒸着品の酸素バリア性に対して、PP フィ

ルムは酸素バリア性の向上が見られなかった。また、PET
フィルム、COP 板に関しては未蒸着品よりも酸素バリア性

が向上するものの、10-2cc/m2程度の酸素バリア性の向上

が見られなかった。 
以上結果より、今回の条件でのALD技術を利用したプ

ラスチック表面への薄膜形成では、ガスバリア性向上に関

しては十分でなく、今後、真空度の調整や成膜温度の最

適化によるプロセス最適化が必要と考えている。 
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Table1 Evaluation of Gas barrier property 


